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１．はじめに 

ロックフィルダムや重力式コンクリートダムの建設工事においては、大量の築堤材料を安定供給する必要から、

ダム建設地点近傍に原石山が開発されることが多い。従来、これらの岩石材料の品質については、骨材等の製造

時に品質の確認検査が実施されてきた。ロックフィルダムの場合には、原石山で採取された原石は築堤材料とし

て直送され、その品質は盛立完了後に確認されることから、原石を採取する際に目視等による材料判別が実施さ

れてきた。しかし、良好な地質性状を有するダム建設地点の減少に伴い、良好な岩石材料を産出する原石山地点

も減少していることから、特にロックフィルダムでは、原石山で採取した試料について岩石試験を迅速に実施し、

定量的な材料判別を行うことで適正な品質を確保する手法 1),2)などが試みられている。コンクリートダムにおいて

も定量的な材料判別を実施する事例 3)があるが、現場品質管理への適用方法は確立していない状況にある。 

岩石の吸水率は骨材の耐久性の指標となり、測定自体も比較的容易に実施可能であることから、吸水率を材料

判別の指標として用いることが考えられる。吸水率試験方法は JIS A 1110 において規定されるが、その実施には

通常 2 日間を要する。このため、材料判別に適用するためには試験時間の短縮が必要であることから吸水率試験

の迅速試験が求められる。しかし、迅速試験の値は JIS による値と一致せず、材料判別の指標として用いるため

には、換算方法の確立が必要となっている。 

本報は、同一の試料に対して吸水率試験の迅速試験（迅速法）と JIS による試験（JIS 法）を実施し、その結果

から換算手法を検討するものであり、その結果を報告する。 

２．密度・吸水率試験 

本検討における用語の定義は次のとおりとする。 

・ 吸水率（Q）、絶乾密度（Dd）、表乾密度（Ds）：JIS A 1110 により規定し、計算式を式(1)～(3)に示す。 

・ 迅速法吸水率（Qr）、迅速法絶乾密度（Ddr）、迅速法表乾密度（Dsr）：迅速法による測定値 

・ 換算吸水率（Q’）、換算絶乾密度（Dd’）、換算表乾密度（Ds’）：迅速法から換算した JIS 法推定値 
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迅速法の吸水率試験では、軽量骨材に対して実施される吸水方法 3)のうち、真空吸水試験（真空法）により吸

水を行った。真空法では、脱気水を入れたデシケータに試料を入れた後、真空ポンプを作動し、デシケータ内を
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減圧する。さらに、一定時間の経過後、水中重量および表乾重量を測定した。また、乾燥では、電子レンジ法に

より試料を乾燥させ、絶乾重量を測定した。なお、本検討の減圧時間は 20 分、乾燥時間は 20 分とした。検討に

用いた試料はすべて安山岩であり、測定した試料数は 256 試料である。 

３．換算方法 

① 迅速法吸水率から JIS 法吸水率との相関より

推定する方法 

全試料における迅速法吸水率（Qr）は(4)式に

より求められる。JIS 法換算吸水率（Q’)の関係は

(5)式に示される。 
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同一の試料における JIS 法測定値との関係を

図-1 に示す。ここで、決定係数 R2=0.66 であり、

ややばらつきが大きい。 

② 迅速法表乾密度および迅速法絶乾密度から表乾密度および絶乾密度を推定し、吸水率を算出する方法 

一方、迅速法表乾密度（Dsr）と JIS 法表乾密度推定値（Ds’)の関係は(6)式、迅速法絶乾密度（Ddr）と JIS 法

絶乾密度推定値（Dd’)の関係は(7)式で示される。 
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このとき、換算吸水率は(8)式で示される。 
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同一の試料における JIS 法測定値との関係を

図-2 に示す。ここで、決定係数 R2=0.81 となり、

換算方法①に比較し、ばらつきが小さい。 

４．考察 

個々の試料の吸水率は、表乾重量および絶乾重量のパラメータにより求められる値である。換算方法①の場合、

迅速法吸水率は、Qr＝(Dsr/Ddr）-1 と表すことができ、Q と Qrの相関は(Dsr/Ddr）のパラメータに支配される。一

方、換算方法②の場合、個々の試料に補正が行われることから、Q と Qrの相関は Dsrと Ddrのパラメータに支配

されている。ここで、換算方法②は重相関分析を実施したことになり、ばらつきが小さくなったものと考えられ

る。なお、材料判別への適用に当たっては、適宜、換算式の妥当性を確認していくことが必要である。 
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吸水率：迅速法（換算値①）とJIS法の関係（全材質）
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図-1 換算方法①による迅速法吸水率と JIS 法吸水率の関係 

吸水率：迅速法（換算値②）とJIS法の関係（全材質）
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図-2 換算方法②による迅速法吸水率と JIS 法吸水率の関係 
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